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C O N T E N T S ～  第１回しちのへ夏まつり開催  ～��

　旧町村ごとに行われていた“みよこまつり”と“ベゴ

ッコまつり”が統合し、新たに「しちのへ夏まつり」が

８月５日、中央公園で開催され、夏休みの子どもたちや

家族連れなどでにぎわいました。�

　詳細は10、11ページをご覧ください。�

力走！人間ばんばレース力走！人間ばんばレース�力走！人間ばんばレース�
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「誓いの言葉」を述べた新成人代表の天間綾子さん�

“はたち”の記念に一枚�

「平和の誓い」を述べた田畑圭一さん�

献花の様子。御霊の前で手を合わせる遺族ら�

　平成19年度七戸町天間林地区成人式が８月14日、�

中央公民館で開催され、浴衣やドレス、真新しいス�

ーツに身を包んだ新成人が“大人”としての決意を

新たにしました。�

　式には、昭和62年４月２日から昭和63年４月１

日までに生まれた103名のうち83名が出席。福士町

長が「輝かしい未来に夢を膨らませて頑張ってほし

い」と式辞を述べました。�

　式典後には、中学時代の恩師が「素朴で純粋な気

持ちを忘れないでほしい」と、修学旅行の感想文集

を読み上げ、終始和やかな記念講話となりました。�

　また、出席できなかった恩師らからの温かいメッ�

セージの読み上げや、それぞれの二十歳の抱負が語

られるなど、久しぶりの友人との再会を笑顔で楽し

みました。�

二十歳としての自覚を新たに�
天間林地区成人式�

　平成19年度七戸町戦没者追悼式が８月15日、柏

葉館で行われ、戦争で家族を亡くされた遺族ら関係

者163名が参列し、追悼の意を捧げました。�

　式では黙とうを捧げた後、福士町長が「戦争を許

すことなく町民が一丸となり平和を守っていくこと

を誓います」と追悼の言葉を述べました。�

　続く、平和の誓いでは、町児童生徒を代表し、七

戸中学校の田畑圭一さんが「平和のためにこれから

もたくさんのことを学び、一人ひとりが実践してい

くことが平和への近道。戦後を知らない子どもたち

へ語り継がなければならない」と述べ、その後、七

戸中学校吹奏楽部の演奏に合わせ、招待者や遺族ら

による献花がしめやかに行われました。�

　また、同日七戸川では灯ろう流しが行われ、遺族

が灯ろうに火をともし、先祖の御霊を供養しました。�

～戦後の記憶が薄れゆく中で～�
七戸町戦没者追悼式�

は た ち �



（3）� 平成19年（2007）9月号�

　町立城南小学校の６年生40人が

８月17日、上川目ソバ愛好会（小

田チセ会長、会員20人）の協力の

もと、上田地区にあるそば店「婆古

石そば」において、そば打ち体験を

しました。�

　今回の体験は食育活動の一環とし

て会が提案。同校の林間学校の一部

に取り入れられました。�

　児童らは、二八そばを打つ班とそ

ばもちを作る班に分かれ、作業開始。

初めてこねるそば粉に「手から離れ

ない」など、苦戦しながらも、延ば

して切ったり、もちを丸めたりと約

１時間の作業を楽しんでいました。�

　でき上がった“そば料理”を試食

すると「上手にできた」「初めての

割にはうまい」と声が上がり、出来

栄えに満足した様子でした。�

　かだれ天間林田舎体験の会（中野正章会長）主催

の「夏休みかだれ塾」が８月２日から４日までの３

日間、宿泊交流施設かだれ天間林で実施され、十和

田市や野辺地町など町内外から集まった小学生10人

が親元を離れ、田舎生活を体験しました。�

　塾長には旧天間林村で教育長を務めた舩山義郎さ

んが迎えられ、開催前のオリエンテ－ションでは「今

回の体験はなかなか一人では大変です。みんなで協

力し、支え合いましょう」とあいさつ。子どもたち

は３つの班に分かれて、じゃがいも掘りやとうもろ

こし、トマトの収穫体験、田んぼ脇の小川でどじょ

うすくいをするなど自然を満喫しました。�

　普段できない貴重な体験に子どもたちは「収穫っ

て面白い」「この作業はどうやってやるの」と興味津々。

汗だくになりながら夏休みの楽しいひとときを過ご

しました。�

田舎体験で思い出づくり�
夏休みかだれ塾�

粉まみれで大奮闘！�
城南小児童がそば打ち体験�

大きなじゃがいもたくさん取れました�

ザリガニ捕れたよ。大きいね！�

慣れない包丁で一生懸命�
そばを切る児童ら　　　�

そばもちを作る姿は�
真剣そのもの　　　�

教
わ
り
な
が
ら
楽
し
く
料
理�
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　第３回「七戸町長杯」野球・ソフトボール大会が

７月31日、８月１日の２日間、天間林地区の各会場

において行われ、日差しの照りつける中、選手たち

は日頃の練習の成果を発揮しました。�

　開会にあたり、福士町長が「大会を通して交流し、

連携、協力することを身をもって学び頑張ってくだ

さい」とあいさつ。続いて七戸中学校野球部主将の

高坂崇選手が選手宣誓を行いました。�

�

　試合では、土まみれになりながらも真剣にプレー

する選手たちの姿に、応援に駆け付けた保護者らの

声援にも力が入っていました。�

�

　大会成績は次のとお�

りです。�

　　（優勝のみ掲載）�

【小学校野球】�

　天間林西小�

　スポーツ少年団�

【小学校ソフトボール】�

　東北第一小�

　スポーツ少年団�

【中学校野球】�

　上北中学校�

【中学校ソフトボール】�

　東北東中学校�

　青森県中学校体育大会などの県大会に出場し、活

躍した町内の中学生が７月27日、福士町長のもとを

訪れ、東北大会、全国大会への出場を報告しました。�

　訪れたのは、中体連県大会の水泳競技、女子背泳

ぎで優勝した天間舘中学校の白銀結麻さん、同じく

柔道競技で活躍した七戸中学校の柔道部（女子48㎏
級優勝・小舘実希さん、52㎏級２位・大平沙織さん、
男子66㎏級３位・天間健介さん）、また、むつ市で
行われた「全日本中学校通信陸上競技大会青森県大

会」で、女子400メートルリレーで優勝した天間舘

中学校の陸上部（町屋めぐみさん、天間ゆきのさん、

天間琴音さん、八嶋彩加さん、中村結乃さん、十枝

内遙香さん）の10人。県大会優勝の喜びや全国大会

までの練習の取り組み、意気込みなどを語りました。�

　その勇姿に福士町長は「皆さんの活躍で、町民が

元気づけられます。頑張ってください」と激励の言

葉を述べました。�

　全国ホープス・カブ・バンビ青森県予選が６月９

日、黒石市で行われ、向中野佑城くん（天間西小学

校４年）が、強豪選手らを相手に奮闘し、カブの部

で見事５位に入賞。念願の全日本選手権への出場権

を獲得しました。これは天間西小学校開校以来、卓

球競技で初の快挙となりました。�

　「平成19年度全日本卓球選手権大会」が７月27

日から29日の３日間、兵庫県神戸市において行われ、

関係者ら多くの方たちからの激励を受けた向中野く

んは、グループ戦で貴重な一勝をあげました。�

　残念ながら予選通過にはなりませんでしたが、貴

重な経験を積んだ向中野くんのこれからの成長と活

躍が期待されます。�

町内中学生が県大会で大活躍�
町長へ全国大会出場報告�

向中野佑城くん（天間西小４年）が�
卓球競技で全国へ�

真夏の熱い戦い！�
第３回「七戸町長杯」野球・ソフトボール大会�

優勝した天間西小スポーツ少年団�

全国大会に出場した向中野佑城くん�

高坂選手による選手宣誓�

町長から激励を受ける選手たち�
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東
北
町
に
お
い
て
８
月
４
日
、
第
２８
回
Ｂ
＆

Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大
会
青
森
県
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
水
泳
競
技
の
部
は
当
町
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
青
森
県
内
の
海

洋
セ
ン
タ
ー
か
ら
約
５０
人
の
子
供
た
ち
が
参
加

し
、
会
場
は
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。�

　
町
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

【
水
泳
競
技
の
部
】
総
合
　
第
３
位�

◆
小
学
生
女
子
２００
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
　
第
１
位�

　
　
瀬
川
　
安
寿
佳
・
後
沢
　
和
夏
・�

　
　
山
田
　
紗
葵
・
米
田
　
美
沙
季�

◆
小
学
生
女
子
２００
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
位�

　
　
米
田
　
美
沙
季
・
後
沢
　
和
夏
・�

　
　
瀬
川
　
安
寿
佳
・
山
田
　
紗
葵�

◆
小
学
生
女
子
５０
ｍ
平
泳
ぎ
　
第
１
位�

　
　
後
沢
　
和
夏�

◆
小
学
生
女
子
５０
ｍ
背
泳
ぎ
　
第
２
位�

　
　
米
田
　
美
沙
季�

◆
小
学
生
女
子
５０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
　
第
２
位�

　
　
瀬
川
　
安
寿
佳�

◆
小
学
校
男
子
２００
ｍ
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
位�

　
　
富
浦
　
圭
哉
・
山
田
　
悠
磨
・�

　
　
山
田
　
拓
磨
・
槇
　
翔
史�

◆
小
学
校
男
子
２００
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
　
第
３
位�

　
　
山
田
　
拓
磨
・
山
田
　
悠
磨
・�

　
　
富
浦
　
圭
哉
・
槇
　
翔
史�

◆
小
学
校
男
子
５０
ｍ
背
泳
ぎ
　
第
２
位�

　
　
富
浦
　
圭
哉�

�����

　
む
つ
市
を
主
会
場
と
し
て
、
７
月
２８
日
、
２９

日
、
８
月
４
日
、
５
日
、
１１
日
の
５
日
間
、
第

６２
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。�

　
町
村
の
部
で
は
前
回
大
会
の
８
位
を
大
き
く

上
回
り
、
総
合
第
４
位
と
大
健
闘
し
ま
し
た
。�

　
競
技
別
で
は
、
剣
道
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
が
優
勝
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
第
３
位
、
ま
た
、
女
子
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
が
決
勝
進
出
（
雨
天
順
延
の
関
係
で

決
勝
戦
を
行
わ
な
い
）
、
軟
式
野
球
が
準
決
勝

進
出（
同
様
に
準
決
勝
、
決
勝
戦
を
行
わ
な
い
）

な
ど
と
好
成
績
を
残
し
ま
し
た
。�

　
各
競
技
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

�

【
町
村
の
部
】
七
戸
町
…
総
合
　
第
４
位�

���������������

�����

【
競
技
別
】�

◆
剣
道
競
技
　
第
１
位
（
２
連
覇
）�

◆
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
　
（
総
　
合
）
第
１
位�

　
（
団
体
戦
）
第
１
位�

　
（
個
人
戦
）
第
１
位
　
新
山
　
勝
男�

◆
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
決
勝
進
出�

　
（
決
勝
戦
な
し
）�

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
　
第
３
位�

◆
軟
式
野
球
競
技
　
準
決
勝
進
出�

　
（
準
決
勝
、
決
勝
戦
な
し
）�

◆
水
泳
競
技
　
（
総
　
合
）
第
６
位�

　
（
個
　
人
）�

　
女
子
５０
ｍ
平
泳
ぎ
　
５０
歳
以
上�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
位
　
藤
田
恵
美
子�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
位
　
天
間
せ
つ
子�

　
女
子
５０
ｍ
背
泳
ぎ
５０
歳
以
上�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
位
　
諏
訪
　
道
子�

　
女
子
５０
ｍ
平
泳
ぎ
４０
歳
以
上�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
位
　
中
野
　
真
美�

　
女
子
２００
ｍ
リ
レ
ー
４０
歳
以
上
　
第
２
位�

　
男
子
５０
ｍ
自
由
形
４０
歳
以
上�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
位
　
瀬
川
　
伸
次�

◆
家
庭
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
　
ベ
ス
ト
８�

◆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
ベ
ス
ト
８�

◆
陸
上
競
技�

　
（
個
人
）
男
子
５
０
０
０
ｍ
Ｂ（
３５
〜
４４
歳
）�

　
　
　
第
１
位
（
大
会
新
記
録
）
上
原
子
憲
樹�

◆
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
競
技
　
雨
天
中
止�

◆
サ
ッ
カ
ー
競
技
　
　
　
雨
天
中
止�

�

�����

　
三
沢
市
を
主
会
場
と
し
て
、
７
月
１４
日
、

１５
日
の
２
日
間
、
第
５８
回
北
奥
羽
総
合
体

育
大
会
が
開
催
さ
れ
、
上
北
郡
は
総
合
第

２
位
に
輝
き
ま
し
た
。�

　
各
競
技
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。�

�

上
北
郡
…
総
合
　
第
２
位�

�

（
①
八
戸
市
　
②
上
北
郡
　
③
十
和
田
市
）�

�

【
競
技
別
】�

◆
ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
（
総
　
合
）
第
２
位�

　
　
（
団
体
戦
）
第
１
位�

　
　
（
個
人
戦
）
第
１
位
　
新
山
　
勝
男�

◆
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
競
技
　
第
２
位�

◆
剣
道
競
技
　
　
　
　
　
第
３
位�

◆
水
泳
競
技
　
　
　
（
総
　
合
）
第
６
位�

　（
個
　
人
）
女
子
５０
ｍ
平
泳
ぎ
５０
歳
以
上�

　
　
　
　
　
　
　
第
１
位
　
藤
田
恵
美
子�

◆
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
　
ベ
ス
ト
８�

◆
弓
道
競
技
　
第
８
位�

第
２８
回
Ｂ
＆
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
大
会�

青
森
県
大
会
　
結
果�

第
６２
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会
　
結
果

回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会
　
結
果�

第
６２
回
市
町
村
対
抗
青
森
県
民
体
育
大
会
　
結
果�

第
５８
回
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

北
奥
羽
総
合
体
育
大
会
　
結
果�

２連覇を達成した剣道競技のメンバー�
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☆
健
康
増
進
普
及
月
間�

�

９
月
１
日
〜
３０
日�

�

４０
歳
以
上
の
男
性
は
要
注
意
！�

�

　
気
候
が
過
ご
し
や
す
く
な
り
、
つ

い
つ
い
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
（
お

酒
）
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。�

　
ま
た
、
食
べ
過
ぎ
、
飲
み
過
ぎ
の

ほ
か
に
運
動
不
足
も
肥
満
に
つ
な
が

り
ま
す
。
そ
の
う
え
、
ス
ト
レ
ス
や

喫
煙
習
慣
が
あ
る
と
、
内
臓
脂
肪
を

簡
単
に
蓄
積
し
て
し
ま
い
、
い
つ
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
や
生
活
習
慣
病

（
心
臓
病
・
脳
卒
中
・
糖
尿
病
な
ど
）に

な
っ
て
も
不
思
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。�

　
平
成
１８
年
の
町
の
健
康
診
査
結
果

で
は
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
発
生

率
を
男
女
別
で
み
る
と
、
男
性
が
圧

倒
的
に
多
く
、
４０
代
か
ら
増
え
て
い

ま
す
。�

　
ま
た
、
平
成
１７
年
の
健
康
診
査
受

診
者
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果

で
は
、
町
民
の
意
識
的
に
運
動
を
心

が
け
て
い
る
人
の
割
合
が
国
・
県
に

比
較
し
て
少
な
い
現
状
で
す
。�

　
毎
年
９
月
は
、
健
康
増
進
月
間
で

す
。
い
ま
一
度
、
食
事
、
休
養
、
運

動
、
喫
煙
な
ど
個
人
の
生
活
習
慣
を

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。�

�

☆
結
核
予
防
週
間�

�

９
月
２４
日
〜
３０
日�

�

　
結
核
は
過
去
の
病
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
結
核
に
対
す
る
危
機
感
や
警

戒
意
識
の
低
下
が
、
結
核
を
再
び
増

加
さ
せ
る
原
因
と
な
り
ま
す
。�

　
中
高
年
齢
者
の
結
核
に
か
か
る
率

は
若
い
人
に
比
べ
て
大
変
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。�

　
職
場
や
地
域
で
行
わ
れ
る
健
診
を

受
け
る
こ
と
で
、
結
核
は
発
見
で
き

ま
す
。
早
期
発
見
、
早
期
治
療
が
な

に
よ
り
大
切
で
す
。
年
に
一
度
は
、�

健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。�

　
ま
た
、
健
診
を
受
け
る
他
に
身
体

の
抵
抗
力
を
つ
け
て
お
く
こ
と
も
大

切
で
す
。
日
頃
か
ら
十
分
な
睡
眠
と

適
度
な
運
動
な
ど
を
心
掛
け
ま
し
ょ

う
。�

��

赤
ち
ゃ
ん
は
早
め
に�
�

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
！�

�

　
Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種
は
安
全
な
予
防

接
種
な
の
で
、
で
き
る
だ
け
生
後
３

ヶ
月
か
ら
６
ヶ
月
に
達
す
る
ま
で
に

受
け
ま
し
ょ
う
。
町
に
住
所
の
あ
る

方
は
、
３
ヶ
月
児
健
診
時
、
接
種
し

ま
し
ょ
う
。�

���

�

☆
自
殺
予
防
週
間�

�

９
月
１０
日
〜
１６
日�

�

自
殺
は
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
！�

�

　
自
殺
は
個
人
の
自
由
な
意
思
や
選
択

の
結
果
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
実
際

に
は
様
々
な
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
て
、

心
理
的
に
追
い
込
ま
れ
た
末
の
死
と
言

え
ま
す
。
自
殺
者
の
多
く
は
、
自
殺
の

直
前
に
う
つ
病
な
ど
の
病
気
を
発
症
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
家
族
や
同
僚

な
ど
身
近
な
人
が
う
つ
病
の
症
状
に
気

づ
い
た
ら
、
早
め
に
精
神
科
の
専
門
医

の
受
診
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。�

〜
う
つ
病
の
主
な
症
状
〜�

　
不
眠
、
食
欲
が
な
く
体
重
減
少
。
気

分
の
落
ち
込
み
、
常
に
不
安
や
あ
せ
り

が
あ
る
。
や
る
気
が
出
な
く
、
お
っ
く

う
で
あ
る
な
ど
が
、
２
週
間
以
上
続
く

場
合
は
、
要
注
意
で
す
。�

�������������

�

☆
パ
パ
・
マ
マ
ス
ク
ー
ル�
�

（
両
親
学
級
）の
お
知
ら
せ�

�

　
今
年
度
、
第
２
回
目
の
パ
パ
・
マ

マ
ス
ク
ー
ル
（
両
親
学
級
）
を
開
催

し
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。�

期
日
　
平
成
１９
年
９
月
２０
日（
木
）�

時
間
　
１８
時
〜
２０
時
３０
分�

　
　
　
（
受
付
　
１７
時
４５
分
〜
）�

場
所
　
天
間
林
保
健
セ
ン
タ
ー�

内
容
　
・
沐
浴
練
習
・
妊
婦
体
験�

　
・
児
心
音
を
聞
い
て
み
よ
う�

　
・
栄
養
指
導（
夕
食
試
食
提
供
）�

※
母
子
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ

　
い
。�

申
込
み
・
問
合
せ
先
　
健
康
福
祉
課�

☎
６
８
｜
４
６
３
１�

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り�
保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り�
保
健
だ
よ
り�

上十三保健所健康相談等日程�
�
＊利用される方は、受付時間を厳守してくだ
　さい。また、なるべく事前に予約をしてご
　利用してください。�

〈場　　所〉上十三保健所�

〈問合せ先〉☎23－４２６１�

�

�

�

�

�

�

�

�

〈場　　所〉三沢市役所  保健相談センター�

〈問合せ先〉☎52－７０２１�

～９月の七戸保健センター総合健診日程表～�

＊健診申込者には９月上旬に詳しいお知らせを郵送します。�
＊まだ申し込まれていない方も、お申し込みが可能ですので下記にご連絡ください。�
【申込み・問合せ先】健康福祉課（天間林保健センター）☎68－4631

月日�

9.12㈬�
   26㈬�

9.18㈫�

9.18㈫�

9.25㈫�

月日�

9.  5㈬

種 別 �

エ イ ズ に �
関する相談�

女 性 �
健 康 相 談 �

精 神 保 健 �
福 祉 相 談 �

骨髄バンク�
登 録 相 談 �

種 別 �

療 育 相 談 �

受付時間�

13：00～14：00�

10：00～10：30�

13：00～14：00�

10：00～11：00�

受付時間�

継続 13：00～14：00�
新規 14：00～14：30

対 象 等 �
�

一般の方�
�
思春期から更年
期に至る女性�

精神・神経・�
飲酒等の相談�

骨髄バンク�
登録希望者�

対 象 等 �
�
発達が�
気になる児童�

実 施 日 �

９月２５日（火）�

９月２６日（水）�

９月２７日（木）�

９月２８日（金）�

複 合 �

複 合 �

複 合 �

複 合 �

�

婦 人 �

婦 人 �

健 診 区 分 � 複 合 健 診 �

受付時間　６：30～８：00�

開始時間　６：30～�

婦 人 検 診 �

受付時間　11：30～12：45�

開始時間　13：30～�



（7）� 平成19年（2007）9月号�

�

�

�

�

��

　先月号のこのコーナーで、特定高齢者の

認定までの流れを紹介しました。今回はそ

の特定高齢者が実際どのような介護予防事

業に参加するのかを紹介します。�

◆３つの介護予防教室�
　～「運動」・「栄養」・「口腔」～�
　特定高齢者は、その状態から「運動器機

能向上」が必要な方、「栄養改善」が必要

な方、「口腔機能向上」が必要な方の３つ

に分けられます。�

　町では、このような特定高齢者が介護の

必要な状態とならないようそれぞれの状態

の改善を目指した介護予防教室を開催して

います。（※いずれの教室も参加無料です

が、食費・入浴料は自己負担となります。）�

◎運動器機能向上が必要な方には…�

　♪「げんき貯筋（ちょきん）教室」（３ヶ月）�

　ストレッチ体操やマシンによる筋ト

レ等を行い、体力アップを図ります。�

�

◎栄養改善が必要な方には…�

　♪「栄養もりもり教室」（６ヶ月）�

　バランスの取れた食事をするため栄

養相談を行い、元気な食生活の応援を

します。�

◎口腔機能向上が必要な方には…�

　♪「元気にゴックン教室」（３ヶ月）�

　いつまでもおいしくご飯が食べられ

るようお口のお手入れ方法やむせない

飲みこみの練習をします。�

　げんき貯筋教室は、すでに７月から天間

林地区の方を対象に週１～２回のペースで

開催しています。なお、七戸地区の介護予

防教室は特定高齢者の参加の意向が得られ

次第、順次開催していく予定です。�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

　また、「栄養もりもり教室」と「元気ゴ

ックン教室」についても同様に、七戸地区�

・天間林地区それぞれの健診終了後に順次

開催していく予定です。�

　先月号でもお知らせしましたが、これら

の介護予防教室に参加するためには、町の

基本健診や人間ドックを受ける必要があり

ます。健康を維持するためにも、まずは健

診をうけましょう！�

�

高齢者を消費者トラブルから守ろう！�

高齢者見守り情報�
�

◆新手の投資話�
　「ロコ・ロンドン金」に注意！�
　「高金利で安定した収益が得られる投資」

と勧められ、仕組みも分からないまま金の

取引きに数百万円を支払ってしまうといっ

た被害が出ています。このような話をされ

たり聞いたりした方は十分ご注意ください。�

　さらに詳しく知りたい方は、国民生活セ

ンターのホームページ等でご確認ください。�

七戸町地域包括支援センター
（天間林保健センター内）☎68－3500

地域包括支援セン
ターだより�地域包括支援セン
ターだより�

天間林地区で行われている介護予防教室�
「げんき貯筋（ちょきん）教室」�

重度心身障害者医療費�

助成受給者証等の交付について�
�

　町重度心身障害者医療費助成条例に基づき対象者と思わ

れる方には、９月下旬頃までに受給者証等を通知します。�

　ただし、対象者本人の障害の程度、加入している国民健

康保険・社会保険各法の被保険者又は組合員、社会保険各

法の保険者及び所在地、名称などに変更がある場合はあら

かじめ届け出てください。�

◆受付期間　　９月１１日（火）まで�
◆受付場所　　本庁舎　町民課　　☎68－2112

第３回児童館まつりのご案内�
�

　地域交流、ふれあいの場として『第３回児童館まつり』を

開催します。遊びコーナー、無料体験コーナー、だがし屋

など、楽しい催し物をたくさん準備しております。ご近所

お誘い合わせのうえ、多数のご来場をお待ちしております。�

○日　　時　　平成１９年９月３０日（日）�
　　　　　　　午前９時３０分～午後２時�

○場　　所　　柏葉館　�

○問合せ先　　城南児童館　　☎62－6656�
　　　　　　　城 北 分 館　　☎62－6289

平成１９年度七戸町盛年式�

（七戸地区）の開催について�
�

　70歳到達者並びに顕彰者を招待し「盛年式」

を開催いたします。�

　対象者は柏葉館にお集まりください。�

○日　時　平成１９年９月１４日（金）�
　　　　　午前11時から�

○場　所　柏葉館�

○内　容　記念式典、アトラクション�

○対象者�

◆70歳到達者�

　（昭和12年４月１日～昭和13年３月31日生）�

◆100歳顕彰者�

　（明治40年４月１日～明治41年３月31日生）�

◆90歳顕彰者�

　（大正６年４月１日～大正７年３月31日生）�

◆88歳到達者夫婦顕彰者�

　（夫婦のどちらかが大正８年４月１日～大正

　９年３月31日までの間に出生し、かつ、と

　もに満88歳以上となる夫婦）�

○問合せ先　健康福祉課　☎68－3500
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９月２１日（金）から３０日（日）までの１０日間�
　七戸警察署管内では、過去の９月に最も多く交通死亡事故が発生しています。�

　行楽による事故や、日没が早まる夕暮れ時の事故が懸念されますので、交通ルールの遵守と正

しい交通マナーの実践を習慣付け、交通事故を絶対に起こさないように努めましょう。�

運動の重点�

　１．高齢者の交通事故防止�

　２．飲酒運転の根絶�

　３．夕暮れ時と夜間の歩行中・�

　　　自転車乗用中の交通事故防止�

　４．後部座席を含むシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底�

秋の全国交通安全運動秋の全国交通安全運動�秋の全国交通安全運動秋の全国交通安全運動�秋の全国交通安全運動�

下水道の維持管理は家庭から下水道の維持管理は家庭から�下水道の維持管理は家庭から下水道の維持管理は家庭から�下水道の維持管理は家庭から� 下水道加入促進のお願い�下水道加入促進のお願い�下水道加入促進のお願い�

問合せ先　☎68－2111　E-mail:soumu01@town.shichinohe.aomori.jp

問合せ先　☎62－6243　E-mail:jouge01@town.shichinohe.aomori.jp

�

�

　最近、天ぷら油やサラダ油などのほかに、タオルや生

理用品の流入により下水道施設に障害を生じています。�

　下水道施設には、油が一番の大敵。食用廃油などは、

下水道には絶対流さないようにしましょう。�

�

《日常の心がけ》�
１．油やマヨネーズ、ソース、カレーなどの汚れのひ

　　どい食器や鍋は、紙などで拭き取るか、へらでか

　　き取ってから洗いましょう。�

２．使い古しの天ぷら油は、油こし器を使って炒め物

　　に使うか、使わなくなったら牛乳パックに新聞紙

　　や古キレを詰め込んで染み込ませてから処分しま

　　しょう。�

３．水洗トイレでは、トイレットペーパー以外の紙は

　　使用しないでください。�

４．野菜くずや、ご飯の残りなどは流さないでくださ

　　い。�

５．排水設備器具や、接合マスなどは定期的に点検し、

　　ゴミなどを取り除き清掃しましょう。�

　　有リン洗剤はなるべく使用しないでください。�

�

�

　町では、快適な生活環境の確保

と公共水域の水質保全のため、下

水道の整備を進めております。�

　供用開始された地区では家庭雑

排水（台所・風呂・汚水など）を

側溝に流すことは原則としてでき

ませんので、排水設備工事を行い

下水道への速やかな接続をお願い

します。�

　なお、供用開始から３年以内に

排水設備工事を完了した場合には

加入促進奨励金６万円を交付しま

す。（交付要件があります）�

　平成17年度供用開始地区（平成

16年度工事実施地区）は、平成20

年３月31日で加入促進奨励金の対

象期間が過ぎますので、早めに排

水設備工事を行いましょう。�

　排水設備工事は、町指定工事店

で行ってください。�

青森県�
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　不動産取得税とは、家屋を新築・増改築により取得したとき、土地や家屋を売買・交換・贈与など

で取得したときに一度だけ課税され、その取得者に納めていただく県の税金です。�

　上北地域県民局県税部から、税額、納期限などを記載した納税通知書が送付されますので、指定さ

れた納期限までに、銀行などの金融機関・郵便局で納めてください。�

〔税額の計算方法〕�

平成18年４月１日から平成20年３月31日までの取得�

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅及び土地…３％�
　　　　　不動産の価格（課税標準額）×税率�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住宅以外の家屋…3.5％�

※課税標準額となる不動産の価格は、原則として不動産を取得したときの市町村の固定資産課税

　台帳に登録されている価格です。なお、宅地を取得した場合には、固定資産課税台帳に登録さ

　れている価格の2分の1が標準課税額になります。�
�

　なお、住宅用地を取得し、その土地の上に住宅を新築した場合、中古住宅を取得した場合、公共事

業による被収用不動産の代替不動産を取得した場合など、一定の用件を満たすものについては、申請

により軽減される場合があります。�

◆問合せ先…上北地域県民局県税部　課税課　不動産取得税担当まで（☎0176－22－8111）�

　　　　　　県税・市町村税インフォメーション　http://www.pref.aomori.lg.jp/zeimu/

平成１９年度特定計量器（質量計）定期検査のお知らせ�

　９月11日から21日まで、計量器の定期検査が行われます。�

　この検査は計量法に基づき、適正な計量の確保を目的に２年ごとに実施されるものです。�

　商取引などで計量器を使用している方は、もれなく検査を受けてくださるようお願いします。�

　９月１１日（火）　午前　10：30～正午 　　→　とうほく天間農業協同組合　坪地区倉庫�

　　　　　　　　　　午後　  1：00～  3：00　→　とうほく天間農業協同組合　坪地区倉庫�

　９月１２日（水）　午前　10：30～11：30　→　榎林集会所�

　　　　　　　　　　午後　  1：00～  2：30　→　七戸町役場裏車庫（旧天間林村役場）�

　９月１３日（木）　午前　10：30～正午 　　→　七戸町役場裏車庫（旧天間林村役場）�

　　　　　　　　　　午後　  1：00～  2：30　→　七戸町役場裏車庫（旧天間林村役場）�

　９月１９日（水）　午前　10：30～11：00　→　荒屋平精米所�

　　　　　　　　　　午後　  1：30～  2：00　→　山谷栄助精米所�

　９月２０日（木）　午前　10：30～正午 　　→　七戸庁舎車庫（旧七戸町役場）�

　　　　　　　　　　午後　  1：00～  2：30　→　七戸庁舎車庫（旧七戸町役場）�

　９月２１日（金）　午前　10：30～正午 　　→　七戸庁舎車庫（旧七戸町役場）�

　　　　　　　　　　午後　  1：00～  2：30　→　七戸庁舎車庫（旧七戸町役場）�

不動産取得税について不動産取得税について�

必ず受けよう計量器（はかり）の検査必ず受けよう計量器（はかり）の検査�

不動産取得税について不動産取得税について�

必ず受けよう計量器（はかり）の検査必ず受けよう計量器（はかり）の検査�

不動産取得税について�

必ず受けよう計量器（はかり）の検査�

問合せ先　☎68－2113　E-mail:zeimu01@town.shichinohe.aomori.jp

問合せ先　☎62－9703　E-mail:shoukan01@town.shichinohe.aomori.jp



　
天
候
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
ま
つ
り
日
和
と
な
っ

た
８
月
５
日
、
第
１
回
し
ち
の
へ
夏
ま
つ
り
が
中

央
公
園
で
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
大
勢
の
観
光

客
や
家
族
連
れ
が
訪
れ
ま
し
た
。�

　
ま
つ
り
は
、
旧
町
村
で
開
か
れ
て
い
た

”み
よ

こ
ま
つ
り
“
と

”ベ
ゴ
ッ
コ
ま
つ
り
“
を
統
合
。

初
め
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。�

　
開
会
式
で
は
、
福
士
町
長
が
「
今
年
、
新
た
に

パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
た
お
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。
子

ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
が
盛

り
だ
く
さ
ん
で
す
の
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と

あ
い
さ
つ
。
ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
シ
ョ�

ー
で
幕
開
け
し
ま
し
た
。�

　
ま
つ
り
の
目
玉
は
、
商
品
券
７
万
円
が
懸
か
っ

た
、
み
よ
こ
ま
つ
り
か
ら
続
く
「
人
間
ば
ん
ば
レ�

ー
ス
」
。
特
設
会
場
に
は
多
く
の
観
客
が
詰
め
か

け
、
男
女
の
部
合
わ
せ
て
１１
チ
ー
ム
、
６６
名
が
参

加
し
ま
し
た
。 

”み
よ
こ
“
に
扮
し
た
騎
手
を
乗

せ
、
障
害
物
で
つ
ま
ず
く
な
ど
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト

に
遭
い
な
が
ら
も
精
一
杯
ソ
リ
を
引
く
選
手
ら
に
、

力
強
い
声
援
や
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
保
育
所
園
児
に

よ
る
お
遊
戯
や
演
奏
、
郷
土
芸
能
や
芸
能
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
、
自
慢
の
歌
や
踊
り
を
披
露
。
中
で
も

地
元
、
八
甲
田
太
鼓
、
み
よ
こ
太
鼓
に
よ
る
「
太

鼓
共
演
会
」
で
は
、
見
事
な
バ
チ
さ
ば
き
と
迫
力

あ
る
演
奏
が
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。
続
く
、
よ

さ
こ
い
チ
ー
ム
て
ん
ま
夢
創
会
も
華
麗
な
舞
を
披

露
し
、
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。�

　
さ
ら
に
場
内
で
は
、
七
戸
牛
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
材
料
を
購
入
し
た
来
場

者
ら
が
そ
の
場
で
ス
テ
ー
ジ
を
楽
し
み
な
が
ら
焼

き
肉
を
堪
能
し
ま
し
た
。�

　
ま
つ
り
を
締
め
く
く
っ
た
歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、�

歌
謡
曲
「
孫
」
で
お
馴
染
み
の
大
泉
逸
郎
が
客
席

に
足
を
運
び
、
握
手
を
交
わ
し
な
が
ら
歌
声
を
披

露
す
る
な
ど
、
観
客
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
続
く
、�

森
山
愛
子
が
可
愛
ら
し
い
会
話
か
ら
は
想
像
で
き

な
い
ほ
ど
の
力
強
い
歌
声
で
熱
唱
。
観
客
か
ら
は

割
れ
ん
ば
か
り
の
拍
手
が
送
ら
れ
、
一
日
を
通
し

て
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で
に
ぎ
わ
い
、
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。�

バーベキューバーベキュー�大泉逸郎大泉逸郎�

てんま夢創会てんま夢創会�

みどり保育園みどり保育園�

道ノ上保育所道ノ上保育所�

榎林保育園榎林保育園�

八甲田太鼓八甲田太鼓�森山愛子森山愛子�

ストラックアウトストラックアウト�

アンパンマンと握手アンパンマンと握手�

流しそうめん流しそうめん�

人間ばんばレース人間ばんばレース�バーベキュー�大泉逸郎�

てんま夢創会�

みどり保育園�

道ノ上保育所�

榎林保育園�

八甲田太鼓�森山愛子�

ストラックアウト�

アンパンマンと握手�

流しそうめん�

人間ばんばレース�

みよこま
つりと�

　ベゴッ
コまつり

が�

　　　　
　　 合

体！！�

私っ
て�

キレ
イ！
？�

アン
パン
マン
�

大好
き�

人間ばんばレース結果�

①

②

③

ファイヤーバンド�

三 沢 商 業 高 Ａ �

三 沢 商 業 高 Ｃ �

29″72�

29″96�

35″45

〈男子の部〉　　  タイム�

①

②

③

平成のみよこ�

榎林保育園�

榎中ソフト部�

49″38�

1′03″50�

1′23″86

〈女子の部〉　 タイム�

（10）�（11）�



（12）�平成19年（2007）9月号�

見えない音を紡いでいるかのように見えない音を紡いでいるかのように�
　　　真心をこめて音にいのちを与える　　　真心をこめて音にいのちを与える�
　　　　　　　　内藤敏子の世界へ誘う　　　　　　　　内藤敏子の世界へ誘う�

◆日　に　ち　　平成１９年９月２２日（土）�

◆場所・時間　　中央公民館（☎68－2920）�
　　　　　　　　午後６時開場　６時３０分開演�

◆チ ケ ッ ト　　前売券　２，０００円�

　　　　　　　　当日券　２，５００円�

　　　　　　　　小・中・高校生　５００円�

◆主　　　催　　エーデルワイスの会�

◆後　　　援　　町・教育委員会・文化協会�

　　　　　　　　・鷹山宇一記念美術館�

◆チケットのお求め�

　・丸　美　屋　商　店　　☎６２－２２６６�

　・鷹山宇一記念美術館　　☎６２－５８５８�

　・附 円 天 間 林 店　　☎６８－２７８７�

◆問 合 せ 先　　森田　省子　☎６２－５７６９　　　兎内佐智子　☎６２－４９６７�

�

�

町民登山（秋季）参加者募集！�

《日　時》平成１９年９月３０日（日）�

《行き先》白地山　１，０３４ｍ�
　　　　　午前６時　七戸支所前集合・出発～午後４時　七戸着予定�

　　　　　※詳細は後日ご連絡します。�

《コース》樹海ライン登山口⇔白地山山頂（約4.5時間、休憩除く）�

《持ち物》雨具・昼食・その他登山道具�

《対　象》小学生以上（但し小学生は保護者同伴）�

《募集定員》４０名�

《募集期間》９月３日（月）～１９日（水）�
《申込み・問合せ先》�

　スポーツ振興課（☎62－9706　FAX 62－6256）�

　※定員になり次第、締め切らせていただきます。�

《主　催》教育委員会　　《主　管》七戸山岳会�

チターの音色に魅せられてチターの音色に魅せられて�

内藤敏子 チター演奏会�
チターの音色に魅せられて�

内藤敏子 チター演奏会�

◎参加料　　一人５００円�

注１）上記の金額に保険料等を含む�

注２）参加人数により金額の変更あり�

注３）参加料は当日ご持参ください�

�



（13）� 平成19年（2007）9月号�

�

《
短
　
歌
》�

ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
株
分
け
し
つ
つ
植
え
替
え
る�

　
　
　
日
び
の
生
活
に
匂
い
求
め
て�沢

橋
美
沙�

�

筆
字
な
ら
華
に
書
け
と
言
ひ
し
母�

　
　
　
墨
は
な
め
ら
か
勢
ひ
を
持
つ�

市
ノ
渡
つ
ま
子�

�

鮎
一
匹
尾
び
れ
背
び
れ
と
化
粧
塩�

　
　
　
水
面
を
跳
ね
そ
う
焼
き
あ
が
り
て
も�

内
山
凉
子�

�

朝
庭
に
「
ス
ピ
リ
チ
ュ
ア
ル
」
と
繰
り
返
す�

　
　
　
鳥
の
姿
は
青
き
樹
の
中�

宮
沢
崇
子�

�

恐
い
夢
見
た
と
泣
き
出
す
老
女
の�

　
　
　
手
を
取
り
背
を
撫
で
る
夜
勤
の
一
こ
ま�

原
信
子�

�

夕
餉
待
つ
静
け
さ
破
り
て
　
の
声�

　
　
　
今
年
初
め
て
七
月
七
日�

高
田
洋
子�

�

湖
を
ゆ
く
遊
覧
船
に
手
を
振
れ
ば�

　
　
　
こ
た
へ
て
手
を
振
る
汽
笛
を
鳴
ら
す�

佐
藤
悠
一�

�

足
元
に
満
天
の
星
煌
め
き
て�

　
　
　
東
京
の
夜
は
更
け
て
も
眠
ら
ず�

哘
崎
ア
イ
子��

�（
誤
）永
田
町
白
さ
き
を
装
う
黒
う
さ
ぎ�

　
　
　
　
←�

（
正
）永
田
町
白
さ
を
装
う
黒
う
さ
ぎ�

�����

《
俳
　
句
》�

点
滴
に
減
り
目
の
見
え
ず
遠
郭
公�

福
士
岬
人�

�

山
開
き
靴
紐
き
つ
く
結
び
け
り�

小
倉
汀
　�

�

夏
大
根
一
つ
残
し
て
摘
み
と
り
ぬ�

作
田
令
子�

�

う
す
も
の
を
着
て
正
調
の
江
差
唄�高

田
美
津
子�

�

《
川
　
柳
》
「
読
む
」�

目
く
ば
せ
を
読
ん
で
迷
わ
ず
先
手
打
つ�正

十
四�

�

読
み
出
し
て
直
ぐ
眠
く
な
る
本
嫌
い�

俊�
�

薬
瓶
効
能
書
き
を
読
み
取
れ
ず�

幸�
�

読
み
止
し
の
頁
を
め
く
る
春
の
風�

香
っ
ぺ�

����

　
広
報
し
ち
の
へ
８
月
号
１１
頁
『
文
芸
欄
』

に
間
違
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。�

★新着図書の紹介★�

【中央図書館】� 【中央公民館図書室】�

文
芸
欄�

文
芸
欄�

★今月の休館日…17日（月）・23日（日） ★図書館・図書室は、祝日、年末年始を除き、土曜日・日曜日も毎日開館しています。�

さ�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ツ
キ�

う
み�

〔
お
詫
び
と
訂
正
〕�

No.�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10

書 名 �

夜明けの街で�

ちんぷんかん�

ランナー�

ハル、ハル、ハル�

生きることは愛すること�
－愛する若いあなたへ－�

日本語へんてこてん�
－古典でわかる！日本語のモンダイ－�

祖父母業�
－あなたが孫にしてあげられること－�

ラングリーのみみ�

しんかんくんうちにくる�

やさしいライオン�

等　一般書　３０冊　児童図書　２６冊�
（７／１２～８／１０購入分）�

書 名 �

オッペンハイマー�
「原爆の父」と呼ばれた男の栄光と悲劇　上・下�

神話の島�

吉原手引草�

ホントは知らない�
　日本料理の常識・非常識�

はじめて編む布ぞうり�

パパ、お寿司食べたい！�
　親子で学ぶネタ図鑑�

たのしい！きりがみ�
　おってきって、あそぼう！�

どうぶつ句会オノマトペ�

東京の赤い雪�
　子どもに語りつぐ口演童話�

おおおかさばき�

等　一般書　１６冊　児童書　１５冊�
（７／１１～８／９登録分）�

著 者 名 �

東 野 圭 吾 �

畠 中 　 恵 �

あさの　あつこ�

古　川　日出男�

瀬戸内　寂　聴�

あんの　秀　子�

ゴッドフリー・�
ハリス�

ユリア・ゴシュケ�
（作･絵）�

の ぶ み �

やなせ　たかし�

著 者 名 �
カイ・バード、�（著）�マーティン・シャーウィン�
河　邉　俊　彦（訳）�

久　綱　さざれ�

松　井　今朝子�

村 田 吉 弘 �

蔭　山　はるみ�

入 江 和 夫 �

中 村 頼 子 �

あ べ 弘 士 �
（作・絵）�

漆原　智良（作）�
山中　桃子（絵）�

川端　　誠（作）�

No.�

1�

2�

3�

4�

5�

6�

7�

8�

9�

10



シリーズ　　　　男女共同参画ってな～に？　⑬�

「生きざま」は「老いざま」�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�
　◆寄稿　ＮＰＯ法人　青森県男女共同参画研究所　http://www.gender-ken.or.jp◆�
�

　いつかは誰かのお世話になる日がきます。みんなで助け合い、思いやり、感謝、いた

わり、優しさの心を大切にしたいものですね。�

�

�

�

�

�

　介護体験を通した講談を聴いて人ごとではないと思っ

た。それは「誰でも介護を受ける側になるかもしれ

ない。身体の自由が利かなくなった時に、家族や周

りの人がどういう係わり方をしてくれるかは、元気

でいるときからの本人次第。普段から家族に愛され

ることをしている人なら、介護が必要になったとき

にも良い介護が待っているけれど、そうじゃない日

常を過ごしている人には、それなりの介護が待って

いるものだ」と話していたのだ。�

　私はある夫婦のことを思い出していた。その妻の

言うには「夫は自分の体調が悪いと私のせいにしたり、

回復の手立てを一生懸命に私に要求したりするのに、

私がちょっと風邪気味だったりすると、“自分の管

理が悪いからだ。自分のことは人に言わなくても自

分で治せばいい”というのよ」と。そういえば、こ�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

のような話はいくらでも聞く。この夫婦の場合、夫

が介護状態になった時、妻の愛情ある介護が受けら

れるだろうか。また、反対になったらどうか。どち

らの場合も心配である。�

　また、家事についても、普段からお互いを補える

状況であるかどうかは大きな問題になる。夫（男性）

は仕事第一で、その他は妻（女性）の仕事と思って

いると、妻に先立たれたときに日常の生活に困るこ

とになるのは目に見えている。そういったことから

考えても、普段からの生きざまはそのまま老後に反

映されてくるということのようだ。�

　自分の老後を愛されて過ごすためには、今から周

りや家族に優しく思いやりをもって接し、家事もで

きる信頼される人になっていることが条件というこ

とらしい。心に留めておこうと思った。�

（14）�平成19年（2007）9月号�



�

国民年金からのお知らせ�
�

移動年金相談日開催日程�
◆開催日・場所�

�

�

�

�
�

◆開催時間　10時30分～15時�

◆予約受付時日時�

　月曜日～金曜日  8時30分～17時15分�

◆予約の申し込み方法など�

　１ヶ月前から下記の申し込み先にてお

　電話でお受けします。�

※相談は無料です。�

※基礎年金番号通知書、年金手帳など、

　基礎年金番号の分かる物をご持参くだ

　さい。（番号が分からない場合は、職

　歴のメモなどをご持参ください。）�

※代理の方がご相談においでの際は、委

　任状が必要になります。�

青森社会保険事務所�

☎017－734－7498�
�

�

�

�

�

９月９日は『救急の日』�
消防本部からのお知らせ�

�

　９月９日は『救急の日』です。�

　これを機会に、病気やケガをした人に

対する応急処置を身につけ、救急車の正

しい利用方法について理解しましょう。

また、消防署では救命講習会を実施して

います。あなたも心肺蘇生法・ＡＥＤ講

習を受講してみませんか？�

　あなたは大切な人が倒れた時、何が出

来ますか？�

　講習会等のお問い合わせは、最寄りの

消防署へご連絡ください。�

○問合せ先�

　中央消防署　☎0176－62－3141�
　上北消防署　☎0176－56－2119�
　東北消防署　☎0175－63－2520�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

合 同 特 設 行 政 ・ �
人 権 相 談 所 開 設 �

�

　困りごと・悩みごと・いやがらせなど

人権の擁護に関すること、行政に対する

苦情・要望・意見等に関することなど、�

一人で悩んでいないでお気軽にご相談く

ださい。�

○日　時　平成19年９月12日（水）�

　　　　　午前９時から正午まで�

○場　所　七戸町役場２階会議室�

　　　　　七戸庁舎１階相談室�

※本庁舎・七戸庁舎　同日に相談所を開

　いています。詳しくは、平成19年度

　生涯学習カレンダーをご覧ください。�

○相談料　無料《秘密厳守》�

○相談員　行政相談委員・人権擁護委員�

○問合せ先�

　町民課　☎68－2112�
　E-mail:chomin01�

@town.shichinohe.aomori.jp�

　庶務課　☎62－2111�
　E-mail:shomu01�

@town.shichinohe.aomori.jp
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  9月26日（水）�

11月28日（水）�

  1月23日（水）�

  3月26日（水）�

柏葉館�



�

“シャーローム祭”のご案内�
�

　４月にオープンした「工房“シャーロ�

ーム”」（旧オリーブ作業所）では、次

のような内容でシャーローム祭を行いま

す。どなたさまもお誘い合わせのうえ、�

どうぞご来場ください。�

○日　時　平成19年９月23日（日）�
　午前10時から午後３時30分まで�

○内　容�

　◆展示即売（南部裂織製品・洋菓子　

　　〈チーズケーキ、ロールケーキ、パ

　　ウンドケーキ、クッキーなど〉・農

　　産物〈ジャガイモ、トマトなど〉）�

　◆喫茶コーナー�

　　（コーヒー、紅茶、ケーキなど）�

　◆裂織体験コーナー�

　◆その他�

○会　場　工房“シャーローム”�

○問合せ先�

　七戸町字舘野29－6（七戸高校裏側）�

　工房“シャーローム”担当：戸舘�

　　　　　　　　　　　☎62－3309�
　　　　（夜間・休日　☎62－5820）�
�

�

�

�

�

排水設備工事責任技術者�
試 験 実 施 に つ い て �

�

○主　催　日本下水道協会青森県支部�

○実施日時　平成19年11月１日（木）�
　　　　　　午後２時から�

○試験会場�

　《八戸会場》八戸プラザホテル�

　　　　　　　プラザアーバンホール�

※その他、青森、弘前、五所川原会場も

　あります。�

○受験料　5,000円（別途振込手数料）�

○申込書の配布・受付期間�

　平成19年９月19日（水）～10月５日（金）�

○申込方法�

　申込書に所定の書類を添え、直接、上

　下水道課までお持ちください。�

※受験資格については一定の条件あり。�

○合格発表　平成19年11月22日（木）�

　　　　　　午前９時～（上下水道課内）�

○申込書配布・受付・問合せ先�

　上下水道課　☎62－6243�
　E-mail:jouge02@�

town.shichinohe.aomori.jp�

�

�

�

�

�

「しちのへ活性化大賞」�
候 補 者 募 集 ！ �

�

　町では、第３回「しちのへ活性化大賞」

の候補者を募集します。�

　対象は、産業・文化の振興、イベント

開催、人材育成活動など地域活性化に取

り組んでいる個人・団体です。�

　自薦・他薦は問いませんので、ふるっ

てご応募ください。�

○応募締切　９月21日（金）�
○申込み・問合せ先　企画財政課�

☎68－2117　FAX 68－2804�
　E-mail:kikaku02@�

town.shichinohe.aomori.jp�

�
「小舘勝次・喜寿絵画展」�

平成１９年９月３日（月）�
～９月２６日（水）まで展示�

◆場　所�

　七戸郵便局コミュニティルーム�

　七戸町字七戸205－3（☎62－2700）�
　午前９時～午後５時まで�

（土日祝日を除く）�
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�

第19回２級ホームヘルパー�
養 成 講 座 の ご 案 内 �

�

○期　間　平成19年９月28日（金）�

　　　　～平成19年10月31日（水）�

　全日制通学講座、約１ヶ月間で修了�

○募集資格�

　18才以上の健康な方で男女、経験、�

学歴は問いません。�

○定　員　24名�

○受　付　随時（定員になり次第〆切）�

○会　場�

　楽晴会学習センター（旧やまと旅館）�

○問合せ先　楽晴会ＴＳ学院�

担当：御手洗　☎53－1372�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

七戸町民大学講座の開催�
�

　今月の町民大学はごみ問題について次

により開催致しますので、町民多数の受

講をお待ちしております。�

　なお、託児（１歳半から就学前のお子

さん）を準備しますので、ご希望の方は９

月14日（金）までにお申し込みください。�

【第４講座】�

○日　時　平成19年９月22日（土）�
　　　　　午後１時30分～３時�

○場　所　七戸南公民館　集会室�

○テーマ　青森県出前トーク�

　　　　　「家庭でできるごみの減量化」�

○講　師　青森県職員�

○問合せ先  七戸南公民館  ☎62－2118�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

電気料金助成のご案内�
�

　平成19年４月１日～平成19年９月30

日に支払った電気料金の一部を助成しま

す。�

○新規対象者　平成18年10月1日以降、�

　七戸町に新規立地・増設し、電力契約

　を新設・増設し、かつ、雇用者が３名

　以上増加した企業・個人事業者。�

○締　　切　平成19年10月19日（金）�
○問合せ先�

　企画財政課　☎68－2117�
　青森県エネルギー総合対策局�

　原子力立地対策課　地域振興グループ

　齋藤　☎017－734－9737

『働く未来を考える』�

平成19年10月１日現在で　就業構造基本調査を実施します！�
　全国から抽出された約45万世帯の15歳以上の方々を対象に就業について調査します。�
　この調査から得られるデータは、国や県が実施する雇用政策や経済政策など企画・立案をするうえで、重要な指標として利
用されます。調査の対象となる世帯には、統計調査員が伺い、調査票の記入をお願いしますのでご協力をお願いします。�

総務省統計局・青森県・七戸町�
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�

雇 用 保 険 法 が 変 わ り ま す ！ �
～雇用保険被保険者の皆さまへ～�

�
�

１　雇用保険の受給資格要件が変わります�
�
＊これまでの週所定労働時間による被保険者区分（短時間労働者以外の一般被保険者／短時間被

　保険者）をなくし、雇用保険の基本手当の受給資格要件を一本化します。�

＊原則として、平成19年10月１日以降に離職された方が対象となります。�
�

　　　　　　・短時間労働者以外の一般被保険者�

　　　　　　⇒６月（各月14日以上）�
【旧】�
　　　　　　・短時間労働被保険者（週所定労働時間20～30時間）�

　　　　　　⇒12月（各月11日以上）�

�
�

　　　　　雇用保険の基本手当を受給するためには、週所定労働時間の�

　　　　　長短にかかわらず、原則、�【新】�
　　　　　12月（各月11日以上）の被保険者期間が必要。�
　　　　　　※倒産・解雇等により離職された方は、６月（各月11日以上）が必要。�

�
�

２　育児休業給付の給付率が50％に上がります�
�
＊給付率を休業前賃金の40％から50％に引き上げます。�

＊平成19年４月１日以降に職場復帰された方から平成22年３月31日までに育児休業を開始された

　方までが対象となります。　�
�

　　　　　【旧】休業期間中　30％　＋　職場復帰後６か月　10％�
　　　　�

　　　　　【新】休業期間中　30％　＋　職場復帰後６か月　20％�
�

※育児休業給付の支給を受けた期間は、基本手当の算定基礎期間から除外されます�

　（平成19年10月１日以降に育児休業を開始された方に適用）�

�

３　教育訓練給付の要件・内容が変わります�
�
＊本来は「３年以上」の被保険者期間が必要である受給要件を、当分の間、初回に限り「１年以

　上」に緩和します。�

＊これまで被保険者期間によって異なっていた給付率及び上限額を一本化します。�

＊いずれの措置も、平成19年10月１日以降に指定講座の受講を開始された方が対象となります。�
�

　　　　　【旧】被保険者期間３年以上５年未満　20％（上限10万円）�
　　　　　　　　被保険者期間５年以上　　　　　40％（上限20万円）�

�

　　　　　【新】被保険者期間３年以上　20％（上限10万円）�
　　　　　　　　（初回に限り、被保険者期間１年以上で受給可能）�
�
�

４　特例一時金の支給日数が変わります�
�
＊特例一時金の支給額を基本手当日額の30日分とし、ただし当分の間は40日分となります。�

＊平成19年10月１日以降に離職された方が対象となります。�
�

　　　　　【旧】基本手当日額の　50日分�

�

　　　　　【新】基本手当日額の　40日分�

◆問合せ先　青森労働局　野辺地公共職業安定所（ハローワーク）�

�

「法務局なんでも相談所」�
開 設 の お 知 ら せ �

�

　10月の「法の日（公証週間）」にち

なみ、「法務局なんでも相談所」を開設

しますのでご利用ください。相談は、登

記、土地の境界、相続、遺言、近所との

トラブル、セクハラ、子どものいじめや

虐待など、困っている問題があればお気

軽にご相談ください。�

　相談は無料で、秘密は厳守します。�

○日　時　平成19年９月24日（月）�

　　　　　午前９時から午後３時まで�

○場　所　青森地方法務局十和田支局�

　（十和田奥入瀬合同庁舎１階共用会議

　室）（十和田市役所東隣・国の合同庁舎）�

○相談担当者　公証人、法務局職員、�

　人権擁護委員、司法書士、�

　土地家屋調査士�

○問合せ先�

　青森地方法務局十和田支局　総務課�

☎23－2579�
○主　催　青森地方法務局十和田支局、�

　　　　　十和田人権擁護委員協議会�

○共　催　司法書士会十和田支部、�

　　　　　土地家屋調査士会十和田支部�

�

�

文 部 科 学 省 認 定 �
実 用 英 語 技 能 検 定 �

�

○日　程�

【一次試験】平成19年10月21日（日）�

【一次試験】平成19年11月18日（日）�

○場　所�

《本会場》八戸聖ウルスラ学院�

《準会場》各中学・高等学校、予備校、

　　　　　塾など�

○対　象�

　総合的英語力を試し、生かしたい方�

○費　用�

　受験級・受験会場により異なります。�

○申込み�

　平成19年８月１日（水）�

　　　　～９月27日（木）まで�

　準会場・コンビニ・インターネット・

　書店など�

○問合せ先　日本英語検定協会�

　八戸地区　試験実施委員　佐藤�

☎080－5574－5671�
　E-mail:troy@plum.plala.or.jp�

　HP:http://www.eiken.or.jp
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お詫びと訂正�
�

　８月号戸籍の窓口掲載期間

に誤りがありましたのでお詫

びして訂正します。�
�

（誤）５月１６日～６月１５日�

　　　　　　　↓�

（正）６月１６日～７月１５日�

�

戸籍の窓口�
�

７月１６日～８月１５日�
�

◎お誕生おめでとうございます�

　子ども　　　 母親　　　住所�

久保　帆乃ちゃん　理　子さん　舘　　野�

戸田　蒼大く　ん　孝　江さん　海　　内�

石田　璃子ちゃん　美　佳さん　松 ケ 沢�

　清水　咲ちゃん　友　美さん　二 ツ 森�

上原子天翔く　ん　美穂子さん　上原子２�

宮田　怜修く　ん　恵美子さん　倉　　越�

田中　絢萌ちゃん　由佳子さん　小　　又�

�

◎ご結婚おめでとうございます�

　金　子　吉　典さん　十　役　野�

　戸　倉　久　子さん　東　京　都�

　十枝内　拓　路さん　森　ノ　上�

　鳴　海　美　紀さん　青　森　市�

　桃　林　正　寿さん　貝　ノ　口�

　中　村　和　美さん　六 ヶ 所 村�

�

●お悔やみ申し上げます�

新　山　初太郎さん　88歳　倉　　越�

奥　山　キミヱさん　70歳　七　　戸�

松　村　　　洌さん　60歳　舘　　野�

板　橋　つ　ぎさん　97歳　七　　戸�

向中野　　　浩さん　49歳　道 ノ 上�

中　野　誠　二さん　80歳　道 ノ 上�

十枝内　金次郎さん　94歳　十枝内１�

　　松　みち子さん　60歳　協　　和�

二ツ森　　　實さん　81歳　二 ツ 森�

宮　沢　ハ　ナさん　65歳　二 ツ 森�

地　主　弘　子さん　49歳　けやき団地�

山　本　文　子さん　81歳　七　　戸�

米内山　と　しさん　83歳　東 槻 木�

戸　舘　善　毅さん　65歳　太 田 野�

盛　田　圀四郎さん　83歳　七　　戸�

和　田　喜代志さん　77歳　和 田 下�

小　原　みさをさん　93歳　上 町 野�

上原子　政　　さん　85歳　上原子１�

鳴　海　政次郎さん　92歳　上原子１�

白　石　た　かさん　93歳　白　　石�

坪　　　きんこさん　85歳　坪　　１�

酒　井　　　雄さん　72歳　下 野 崎�

中　野　　　實さん　60歳　花　　松�

福　村　ふ　めさん　82歳　榎 林 ３�

  ほ   の�

そうだい�

  り   こ�

       さき�

たか  と�

  れ    お�

あや  め�

　戸籍の窓口への掲載は、役

場に届け出された時に、本人

から確認できたものだけを掲

載しております。�

　また、他町村に届け出し、「広

報しちのへ」に掲載したい方

は役場町民課町民係へご連絡

ください。�

☎ 68－2112（内線214）�

行方不明者の発見と身元不明者の身元確認にご協力を�
�

　警察では、捜索願が出された家出人について、全国の警察へ手配して捜索

をお願いするとともに、交友関係あるいは就業関係など、発見するための手

がかりとなる情報を求めております。本年も秋彼岸を含む９月21日（金）か

ら30日（日）までを行方不明者等発見活動推進強化旬間に指定し推進するこ

ととなりました。ご協力をお願いします。�

　行方不明者についてお心当たりのある方は、七戸警察署または、県警本部鑑

識課 ☎017－723－4211〈内線4645、4646〉まで、お気軽にご相談ください。�
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町の統計�
平成１９年７月３１日現在�

�

　男　　　８，９９６人�

（－　　１５）�

　女　　　９，６２９人�

（－　　　８）�

　計　　１８，６２５人�

（－　　２３）�

世帯数　　６，７９６世帯�

（＋　　　５）�

（　 ）内は前月比�

�

★交通事故�

　件　　　　数�

６件 （４５件）〈－１３〉�

　傷　　　　者�

６人 （６７人）〈－１１〉�

　死　　　　者�

０人 （　３人）〈＋　３〉�

（    ）内は１月からの累計�

〈    〉内は平成18年同月末比�

�

★町内の火災�

　建　　　　物�

１件 （４件）�

　林野・その他�

０件 （３件）�

（     ）内は１月からの累計�

平成１９年度　自衛官募集�
�

�

�

�

�

�

�

�

�

◎詳しくは下記までお問合せください。�
〒033－0037　三沢市松園町三丁目6－16  中野プラザビル2F（ユニバース隣）�
　　　　　　　自衛隊青森地方協力本部　三沢募集案内所�

☎・FAX 53－1346　e-mail:plomisawa@carrot.ocn.ne.jp

募 集 種 目 �

看 護 学 生 �

防衛医科大学校�
学 生 �

防衛大学校学生�

陸 上 自 衛 隊 �
（看　　護）�

男女�

男女�

男女�

男女�

応 募 資 格 �

高卒（見込含）�
24歳未満�

高卒（見込含）�
21歳未満�

高卒（見込含）�
21歳未満�
�
看護師免許を有し保健師・
助産師免許を有する者（見
込含）で36歳未満の者�

受付期間�

9月7日�

～�

9月28日�

試験期日�

10月14日㈰�

11月  3日㈯�
11月  4日㈰�

11月10日㈯�
11月11日㈰�

11月18日㈰

試 験 場 所 �

八戸福祉公民館�
（八戸市類家）�

青森第二合同庁舎�
共用会議室�

八戸福祉公民館�
（八戸市類家）�

仙台駐屯地�

～～～～～～～～～～～～～～～～～～�
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（この広報は再生紙を使用しています。）�

　「2007全国ヒナコウモリサミット」が８月４日、５日、中央公園屋内スポーツセンターにおいて開催
され、全国の研究家や町民ら約200人が参加し、コウモリと地域の共存などについて話し合いました。
　ヒナコウモリは、絶滅危惧種Ⅱ種に指定されている希少種。町の天間舘神社コウモリ小屋は国内最大
の生息地として注目されています。同サミットは、生態について詳しく研究している向山満さん（NPO
法人「コウモリの保護」を考える会理事長）を中心に、コウモリ小屋30周年を記念して実施。旧天間林
村から続き今回が２回目となりました。
　２日間に渡り、研究家とのトークセッションや子どもたちを対象としたコウモリ塾、コウモリ小屋で
の観察会などが行われ、参加者らは「今まで生態などについて深く考えた事はなかった。触れたことで
親近感が沸いた」など、コウモリに深く興味をもった様子でした。

　生ニンニクよりも抗ガン作用が強いとされる黒ニ
ンニクが町独自で生産できるようになり、新しく「新
黒にんにく愛ちゃん」として発売されることになり
ました。
　とうほく天間農業協同組合天間林支店長である天
間優彦さんが８月２日、完成した商品を手に福士町
長のもとを訪れ、紹介。生産までの工程や黒ニンニ
クの効能などを説明し「試食して、ぜひこの“愛ち
ゃん”を町や全国に広めてください」とプレゼント
しました。
　新たな町の特産品として全国にＰＲを展開してい
きます。

ヒナコウモリとご対面ヒナコウモリとご対面�ヒナコウモリとご対面�

会場からも会場からも�
意見が意見が�

トークセッショントークセッション�

標本観察標本観察�

向山先生と観察向山先生と観察� 子どもコウモリ塾子どもコウモリ塾�

会場からも�
意見が�

トークセッション�

標本観察�

向山先生と観察� 子どもコウモリ塾�

全国全国ヒナコウモリサミット�
が開催されましたが開催されました�

全国ヒナコウモリサミット�
が開催されました�

新黒にんにく愛ちゃん�できました！�

こんにちは！�

ヒナコウモリです�


